
令和７年度 

直方市 新型コロナ予防接種実施要領 

 

1．接種期間     令和 7年 10 月 1日から令和 8年 3月 31 日まで 

 

2．接種できる人    ①接種当日に 65歳以上で希望する人 

②接種当日に 60歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又は

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいを有する人として厚生労

働省令で定めるもので接種を希望する人 

（身体障害者手帳 1級の写し、または診断が必要です） 

 

3．接種回数     1 人につき 1回のみの接種 

 

5．自己負担     4,700 円 ※ 非課税世帯も 4,700 円です。   

 

〇自己負担免除対象者 

①生活保護受給者 

 必要書類：生活保護受給証明書（保護・援護課で発行） 

②中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立

の支援に関する法律第１４条の規定による支援給付を受給している者 

必要書類：本人確認証のコピー（福祉事務所で発行） 

  ※ 必要書類がない場合は、自己負担額を徴収してください。 

 

6．予診票の記入 

(1)被接種者の意思が確認できない場合は、接種できません。 

(2)記入もれのないようにお願いします。 

①住所・氏名・生年月日・年齢 ※健康保険証等で確認してください。 

②質問事項に対する回答欄 

③医師記入欄 

④医師名署名(直筆署名もしくはゴム印と朱印) 

⑤被接種者署名(直筆署名) 

※代筆の場合は、家族もしくは被接種者の日頃の状態をよく理解している人の署名に限ります 

（氏名・続柄を記入） 

 

 



7．接種前後の注意  

① 感染対策に留意してください。 

② 接種前後には、必ず被接種者に注意書き（説明書）を読んでもらってください。また、読めない

人には十分に説明をお願いします。 

③ 予防接種の効果、副反応及び健康被害救済制度の説明をした上で予診票のサインをお願いします。            

④ ガイドラインに基づき、接種を行ってください。 

【 留意点 】  

 高齢者に予防接種法に基づく予防接種を行う場合には、新型コロナウイルス感染症予防接種が個人の死
亡や入院等の重症化防止に重点があることなどから、被接種者の意思に基づきその責任において行ないま
す。したがって、施設などにおいて管理する者が一律的に接種を行ってはならず、高齢者の接種希望の意
思を確認した上で接種を行ってください。また、新型コロナウイルス感染症予防接種は個別接種が原則で
すので、施設内で接種を行う際には、一人一人の予診を十分に行い、プライバシーの保護に留意してくだ
さい。 

 

8．接種済証   

接種済証に必要事項を記入し、被接種者に渡してください。 

 

9．委託料の支払いについて（直方市に住民票のある接種者分） 

〇指定医療機関 

予防接種を実施した月の翌月 10 日までに、令和 7年度分報告書兼請求書に下記の書類を添付し、 

市役所 5 階 52 番窓口に提出してください。 

♦請求書の金額は訂正印・二重線などの修正はできません。新しく作成してください。 

♦令和７年度の委託料の変更に伴い、請求書が変更になっています。 

 直方市定期予防接種請求書（直鞍地区）の様式が必要な場合は、 

直方市定期予防接種請求書  で検索してご利用ください。 

♦県内の他市町村（直鞍地区以外）への請求は、広域化の請求書を使用し、それぞれの 

金額を確認の上、請求してください。 

 

〇市内高齢者施設 

接種終了後、下記の書類を接種実施医療機関に提出してください。 

① 予診票 

② 【自己負担免除対象者】の予診票には、各必要書類を添付 

③ 60 歳以上 65歳未満の被接種者の予診票には、身体障害者手帳 1級の写しまたは、診断書等を添付 

★予診票等は、接種の日付順でまとめてください。 

 

10．副反応疑いの報告について 

定期の予防接種を受けたことにより疑われる症状が、報告基準に該当する場合、報告することが 

義務づけられています。 

 

【お問い合わせ先】直方市 健康長寿課 健康推進係 ☎25－2115 


